
元
亀
二
（
一
五
七
二
年
二
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
洛
西
大

原
野
勝
持
寺
で
連
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
「
大
原
野
千
句
」
で
あ
る
。
主
催
は

細
川
藤
孝
。
往
時
の
歌
壇
・
連
歌
壇
を
代
表
す
る
貴
顕
や
連
歌
師
が
集
い
、

京
洛
に
誇
る
桜
花
の
名
所
「
花
の
寺
」
で
興
行
さ
れ
た
こ
の
千
句
連
歌
は
、

若
き
幽
斎
や
連
歌
師
紹
巴
の
代
表
的
業
績
と
し
て
も
夙
に
知
ら
れ
、
そ
の
本

文
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
八
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
会
者
は
細

川
藤
孝
を
始
め
、
聖
護
院
道
澄
・
三
条
西
実
澄
・
飛
鳥
井
雅
敦
等
の
堂
上
歌

人
、
及
び
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
・
玄
哉
他
の
連
歌
師
で
、
往
時
の
連
歌
会
や

和
漢
聯
句
等
に
も
屡
々
出
座
し
て
い
る
連
衆
で
あ
る
。

こ
の
千
句
連
歌
の
特
色
の
一
つ
に
、
天
龍
寺
妙
智
院
の
学
僧
、
策
彦
周
良

（
一
五
○
一
～
一
五
七
九
）
に
よ
っ
て
「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
が
記
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
連
歌
興
行
に
所
謂
「
記
」
の
よ
う
な
文
章
が
付

さ
れ
る
こ
と
は
大
変
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
策
彦
の
記
し

は
じ
め
に

「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
に
つ
い
て

「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
に
つ
い
て

策
彦
「
連
歌
記
」
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
八
』
所
収
の
解
説
（
黒
田

彰
子
氏
・
島
津
忠
夫
氏
補
）
の
末
尾
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
十

三
』
所
載
本
文
を
底
本
と
し
て
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
雑
聞
集
』
に
よ
り
校
訂
さ

れ
た
本
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
黒
田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
幽
斎
自

筆
の
連
歌
懐
紙
と
共
に
勝
持
寺
に
奉
納
さ
れ
た
「
連
歌
記
」
は
現
在
、
所
在

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
鹿
王
院
旧
蔵
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
現
蔵
の

策
彦
の
別
集
『
謙
巷
藁
」
（
『
謙
斎
藁
』
と
合
冊
）
に
は
、
訓
点
の
付
さ
れ
た

「
連
歌
記
」
本
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
大
日
本
史
料
』
第
十

篇
之
五
所
収
本
文
（
底
本
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
策
彦
周
良
文
集
』
）

や
『
千
句
連
歌
集
」
解
説
本
文
と
は
多
少
異
な
る
箇
所
も
あ
り
、
以
下
に
全

た
「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
（
以
下
「
連
歌
記
」
と
略
称
）
の
内
容
を
吟
味

し
つ
つ
、
策
彦
が
執
筆
に
至
っ
た
契
機
を
考
察
し
、
当
時
の
紹
巴
周
辺
の
文

学
的
環
境
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

－
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本
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文
を
掲
げ
る
。

大
原
野
千
句
連
歌
記
策
彦

ハ
テ
マ
ス
ー
ト

ヲ
ス
ト
ピ
ト
ペ
ハ
レ
ヲ

洛
１
人
謂
二
牡
丹
一
為
し
花
、
蜀
‐
入
謂
二
海
業
｛
為
し
花
、
尊
二
貴
之
一
也
、

ス
ル

ト
ノ

ノ

ニ
ヤ

カ
ノ

亦
如
下
称
二
欧
陽
司
馬
公
一
類
上
、
豈
非
二
鶴
林
玉
露
之
清
談
一
平
、
吾
’
邦

プ

ヲ
ヅ
ナ
イ
ハ
キ
ニ

ト
ノ
ヤ

之
人
、
古
ｌ
来
指
二
白
ｌ
桜
ｌ
樹
一
而
不
レ
名
而
直
日
レ
花
、
其
尊
貴
ｌ
也

パ
イ
ス
ノ
－
’
一
々
《
ス
ヌ
ル
ニ
ソ
レ
ノ
テ
ニ
テ
ル
」

倍
。
万
千
蜀
洛
花
仙
花
王
之
比
一
美
、
原
‐
夫
、
境
Ｉ
致
之
因
し
花
以
ｌ
彰

々
〃
、
シ

ノ

タ
リ
カ
サ
イ
テ

ニ
ミ
ナ
テ

者
霧
、
洛
西
大
原
野
為
二
之
最
《
以
近
レ
城
人
威
呼
為
二
官
ｌ
花
一

ノ
ヨ
シ
ノ
ハ
ツ
セ
ノ

ス
ル
ニ
ー
ナ
ラ

ル
ニ
ナ
ラ

ル

実
、
彼
芳
野
泊
瀬
境
、
非
し
不
し
佳
、
花
非
し
不
し
尤
、
与
二
大
原
一
不
一

カ
ウ
－
七
ノ
ハ

ソ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
ス
ウ

抗
Ｉ
衡
一
者
、
山
ｌ
林
之
花
而
、
遠
’
而
遠
也
、
今
Ｉ
蕊
仲
ｌ
春
之
初
、
枢

（
ツ
カ

ヘ
イ
ホ
ウ
タ
カ
カ
リ
ニ
ケ
テ
ヲ
ゾ
コ
ノ
二

府
幕
Ｉ
下
、
一
‐
時
貴
ｌ
臣
、
兵
部
侍
郎
藤
孝
公
、
假
設
二
華
構
於
某
地
《

ク
弓
．

一
一

。
〉
ヲ
ニ
ス
ヲ
シ
ツ

而
開
二
瓊
ｌ
莚
於
随
ｌ
処
、
｜
雅
遊
三
日
、
連
ｌ
歌
千
唱
浮
レ
白
散
し
紅
、
可
レ
謂

ノ
ナ
リ

ノ
タ
リ
ガ
ガ
ウ

（
マ
ン
）

太
平
盛
事
也
、
聖
護
門
主
三
条
亜
相
為
二
之
遼
Ｉ
頭
弐
紹
巴
唱
犯
心
前

ス
コ
レ
ニ

ア
マ
ソ
テ

ト

フ
プ
ノ
ベ
ト
ク

陪
ゴ
侍
焉
一
、
日
ｌ
渉
寒
Ｉ
剰
、
雛
一
花
ｌ
梢
卜
遅
、
遥
ｌ
吟
傭
暢
、
逸
Ｉ
興
逓

フ
『
Ｉ
ハ
ゾ
．
コ
レ
シ

ハ
ニ
ス
ル
ノ
コ
ト
ハ
ラ
ノ

ー
飛
者
何
’
哉
、
此
無
し
他
也
、
騒
１
人
墨
客
之
葦
、
或
有
下
花
一
其
詞
一
者
、

ハ
ニ
ス
ル
ノ

ヲ
ノ
ゾ
ウ
ケ
ヲ
－
二

或
有
下
花
二
其
筆
一
者
必
或
有
下
花
二
其
尊
ｌ
貴
一
者
昼
不
し
受
二
番
風
式
而
別

マ
ゴ

ノ

ト
云
ハ
レ
ン
ヲ
フ
カ
レ
ハ
チ
ノ

置
二
春
色
《
造
ｌ
物
者
無
ｌ
尽
‐
蔵
、
其
斯
之
謂
歎
、
夫
門
主
迺
前
関
‐

ノ
タ
ゥ
テ
イ
カ
ウ
ニ
プ
ｌ
二
ノ

ナ
リ

ノ
ハ
テ

白
殿
‐
下
業
１
棟
行
ｌ
中
《
而
実
釈
１
門
之
周
公
旦
也
、
其
才
ｌ
徳
則
置

セ
ー
ス
ル

ヲ
ン
ハ
子
テ
モ
ノ

ヲ
ソ
テ
ン
ヲ
ヤ

而
不
レ
論
、
々
二
其
尊
貴
一
則
累
二
百
欧
陽
司
馬
へ
何
敢
望
二
門
主
一
耶
、

キ
ン
ハ
ノ

ニ
ブ
１
タ
リ

ニ
ル

タ
ル

若
二
亜
担
則
天
ｌ
資
英
ｌ
抜
、
而
冠
一
緒
Ｉ
紳
之
列
稔
倭
歌
妙
二
天
‐

ノ
シ

ノ
ノ

ノ
且
、
シ
ク

ヒ
ン
ス
モ
、
ン

下
之
嘉
ｌ
声
一
者
久
美
、
吾
染
Ｉ
衣
之
徒
之
非
三
軽
可
一
一
評
ｌ
品
一
、
倫
追
コ

ハ
イ
プ

ニ
ホ
ウ
ス
ル
コ
レ
ヲ
ン
ハ
レ
テ
ズ
ル
ヲ
ノ

娘
中
華
人
ｌ
物
↓
而
襄
二
之
諸
一
、
則
雲
ｌ
破
月
ｌ
来
花
弄
レ
影
郎
中
之
流

力
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

ケ
／
‐
二
Ｊ
“
レ
イ
プ
ン
バ
ウ

ー
亜
歎
、
加
Ｉ
之
遁
遥
称
名
二
ｌ
院
蘭
ｌ
孫
慧
ｌ
昆
、
而
令
ｌ
聞
令
Ｉ
望
、

ル
ノ
ミ
キ
リ
ニ
イ
カ
ナ
マ
デ
ニ
レ
サ
カ
ン
ナ
ル
可
モ

無
し
出
二
其
右
一
者
、
難
ｌ
哉
三
１
世
其
’
昌
也
実
、
兵
部
亦
細
川
氏
之

ナ
リ
マ
ケ
ル
ノ
ナ
ル
ニ

ニ
ソ

ソ
ナ
ラ

ニ
プ
．
ミ
可
亨
テ
モ

華
Ｉ
族
池
、
於
二
其
為
諺
人
也
、
雅
Ｉ
而
不
レ
麓
、
風
流
好
ン
事
、
在
一

夕
チ

ヲ
」
モ
フ
ト
ヘ
テ
ヲ
－
ス
ル
ヲ

０
ト
ー
●
〆

兵
馬
鞍
ｌ
上
記
亦
口
不
ン
絶
し
吟
、
錐
し
云
二
横
し
塑
賦
レ
託
之
曹
孟
徳
一
不
一

ク
ラ

ノ
ハ
サ
キ
コ
レ
ョ
リ

ヘ
ン
ス
レ
ヲ
ソ

多
ｌ
譲
一
焉
、
紹
巴
臨
江
之
斎
者
、
翻
し
是
、
称
名
院
殿
扁
レ
焉
、
且

ク
ー
プ
テ
ラ
ル
フ
セ
ミ
ナ
イ
ブ
ノ

ナ
リ
ト
ノ

ト
モ
ト
カ
サ
ラ
チ
リ

ー
親
筆
以
見
レ
附
、
命
‐
白
栄
之
又
栄
也
、
其
操
ｌ
履
外
雛
し
不
ン
飾
、
内
有
』

ツ
、
ム
テ

ヲ
ヶ
ナ
ル
ニ
ノ
ナ
リ
ツ
テ
ー
ス

ト
，
カ
ニ
心

所
し
穂
、
以
二
連
ｌ
歌
一
善
鳴
レ
世
者
也
、
挙
レ
群
為
二
宗
ｌ
匠
之
材
一
、
優
入
二

ノ

ー
シ
ー
テ

コ
〃

ト

マ
タ
テ
ヲ
コ
コ
ナ
ウ

作
ｌ
者
之
間
ｌ
域
《
蓋
合
二
宗
祇
宗
長
一
為
二
一
‐
人
《
亦
ｌ
復
以
レ
道
行
二
尊

ヲ
ノ
ヲ
ヤ
イ
マ
ヤ
ノ

ソ
ナ
ハ
リ

ス
レ
ン
ナ
リ

‐
貴
一
者
哉
、
今
ｌ
也
此
会
席
四
美
相
Ｉ
具
、
二
ｌ
難
相
‐
井
、
是
所
。
以

ヲ
｜

ツ
ー
ヲ

ゾ
ク
ス
ル
二
ニ
テ
ス
・
ノ
ヲ
ハ
カ
ロ
ノ

境
待
し
人
、
々
待
Ｆ
境
也
、
兵
部
嘱
』
予
以
二
記
文
↓
々
非
下
予
所
二
旬
鍜

ス
ル
ノ
ー
セ
ン
ー
ヲ
イ
カ
ン

ニ
ケ
リ
レ
ヲ

ニ
ゾ
ハ

瞑
錬
一
者
上
、
為
し
之
奈
ｌ
何
、
予
壮
歳
聞
二
諸
東
山
霊
泉
老
宿
《
凡
記
者

ｌ
ス
‘
卜
ヲ

ス
ル
ヤ
ア
シ

ノ
ニ

セ
ニ
タ
ト
イ

録
し
所
二
其
経
Ｉ
歴
一
也
、
況
予
足
未
嵯
履
二
其
地
弍
身
不
陪
二
其
席
辛
直
Ｉ
饒

シ
イ
テ
ハ
ウ
ザ
ウ

ス
ト
モ
ロ
セ
ン
ト
ヤ
．
、
手
テ

イ
ョ
ノ
、
ｌ
ス
レ
ハ

強
髻
ｌ
像
作
Ｉ
為
、
寧
為
一
当
然
一
平
、
是
ｌ
以
含
ｌ
糊
因
循
、
愈
辞

ト
ク
ス
ン
児
‐
シ
コ
シ
カ
テ
ノ
ヲ
テ
ト
１
ン

愈
ｌ
督
、
殆
難
二
嶮
拒
一
聯
挙
二
一
‐
二
故
ｌ
事
《
以
奉
レ
報
ゴ
酬
命
意
之

キ
ー
厚
一
、
航
云

元
亀
二
歳
ミ
舎
辛
未
季
春
下
涜
日

末
尾
の
日
付
か
ら
、
「
連
歌
記
」
が
記
さ
れ
た
の
は
千
句
連
歌
興
行
の
二

月
上
旬
か
ら
一
箇
月
以
上
経
過
し
た
三
月
下
旬
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
策

彦
に
執
筆
を
依
頼
し
た
の
は
主
催
者
の
細
川
藤
孝
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
幽
斎
は
な
ぜ
策
彦
に
執
筆
を
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
「
連

歌
記
」
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
策
彦
が
執
筆
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
し

た
い
。

一
一
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興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
策
彦
と
並
び
、
永
禄
・
元
亀
年
間
の
五
山
文
壇

を
主
導
し
た
相
国
寺
の
仁
如
集
尭
（
一
四
八
三
～
一
五
七
四
）
の
別
集
『
鍍

氷
集
』
に
次
の
詩
題
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
竜

（
マ
、
）

庚
午
臘
月
十
八
於
一
臨
江
斎
《
聖
護
院
殿
・
飛
井
中
将
・
細
川
兵
部
大

輔
相
会
、
有
二
五
十
題
歌
《
予
見
》
招
二
陪
之
↓
五
首
当
座
賦
し
之
、
歌
之

象
八
首
或
七
首
、
加
一
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
三
人
「
七
員
之
外
無
し
他
也

右
の
詩
題
は
、
そ
の
年
記
「
庚
午
」
か
ら
「
大
原
野
千
句
」
張
行
前
年
の
元

亀
元
年
十
二
月
十
八
日
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
、
紹
巴
の

居
所
で
あ
る
臨
江
斎
に
、
往
時
の
歌
壇
の
実
力
者
、
聖
護
院
道
澄
・
飛
鳥
井

雅
敦
・
細
川
藤
孝
と
連
歌
師
の
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
の
六
人
が
参
集
し
て

「
五
十
題
歌
」
の
歌
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
に
招
か
れ
た
相
国
寺
の
仁
如

集
尭
は
当
座
で
五
首
の
七
絶
を
賦
し
て
い
る
。
そ
の
詩
題
は
「
雪
鴬
」
・
「
無

題
」
・
「
竹
霜
」
・
一
暁
述
懐
」
・
「
寄
松
祝
」
で
あ
る
。

こ
の
歌
会
の
参
会
者
と
「
大
原
野
千
句
」
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

歌
会
参
加
者
に
三
条
西
実
澄
（
後
の
実
枝
）
と
数
人
の
連
歌
師
を
加
え
た
連

衆
で
千
句
は
張
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
臨
江
斎
で
の
歌
会
の
開
催

時
、
既
に
翌
年
二
月
の
千
句
連
歌
が
企
図
さ
れ
て
い
た
の
か
、
或
い
は
こ
の

歌
会
の
成
功
が
「
大
原
野
千
句
」
を
導
い
た
の
か
断
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、

百
韻
連
歌
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
私
的
な
交
流
の
積
み
重
ね
が
千
句
連

歌
と
い
う
文
学
的
成
果
に
結
実
し
た
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

さ
て
、
そ
の
歌
会
に
禅
僧
で
あ
る
仁
如
集
尭
が
招
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、

「
大
原
野
千
句
」
に
策
彦
の
「
連
歌
記
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、

無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
元
亀
元
年
十
二
月
の
紹

｜
‐
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
に
つ
い
て

巴
邸
で
の
歌
会
と
の
関
連
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
「
連
歌
記
」
は
策
彦
で
は

な
く
、
仁
如
が
作
文
し
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

仁
如
が
「
連
歌
記
一
を
執
筆
し
な
か
っ
た
（
否
、
「
で
き
な
か
っ
た
」
か
）

理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
連
歌
が
興
行
さ
れ
た
元
亀
二
年
二
月
当

時
、
仁
如
は
地
方
へ
下
向
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
別
集

『
鎮
氷
集
』
を
確
認
し
て
も
、
京
都
を
離
れ
て
い
た
形
跡
は
な
く
、
五
山
で

（
２
）

の
詩
会
に
は
出
席
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
執
筆
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
は
考

ソ
ハ
ス
Ｄ
ｒ
ヲ

ス
ル

ヤ
ア
〃
シ

え
難
い
。
し
か
も
「
連
歌
記
」
で
「
凡
記
者
録
し
所
一
其
経
歴
一
也
、
況
予
足

ノ
ニ

セ
ノ
ー

未
し
履
二
其
地
《
身
不
レ
陪
二
其
席
二
と
記
す
よ
う
に
、
策
彦
自
身
、
大
原
野
勝

持
寺
で
の
連
歌
張
行
に
は
陪
席
し
て
お
ら
ず
、
自
分
に
は
「
連
歌
記
」
を
記

す
資
格
の
な
い
こ
と
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
連
歌
記
」

は
仁
如
で
は
な
く
策
彦
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ゾ
ク
ス
ル
ニ

考
慮
す
べ
き
要
因
の
第
一
は
、
「
連
歌
記
」
に
「
兵
部
（
幽
斎
）
嘱
』
予

テ
ス
ノ
ヲ

以
二
記
文
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
策
彦
と
幽
斎
の
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
幽
斎

が
敢
え
て
仁
如
を
遠
ざ
け
、
策
彦
に
託
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
翌
元
亀
三
年
、
幽
斎
は
横
川
景
三
筆
の
『
論
語
』
の
奥
書
執
筆
を
仁

如
に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
ヨ
鐘
氷
集
』
地
集
所
収
「
自
細
川
兵
部
大

輔
殿
、
小
補
所
書
論
語
素
本
奥
書
求
之
こ
。
で
は
な
ぜ
、
「
連
歌
記
」
執
筆

は
仁
如
で
は
な
く
、
策
彦
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
関
連
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
千
句
興
行
の
数
日
前
の
一
月
二

十
九
日
に
大
覚
寺
で
催
さ
れ
た
和
漢
聯
句
は
注
目
さ
れ
る
。
大
覚
寺
義
性
が

発
句
を
務
め
た
こ
の
興
行
に
、
往
時
の
和
漢
聯
句
会
に
は
そ
ろ
っ
て
出
座
し

て
い
た
文
壇
の
双
壁
、
仁
如
と
策
彦
の
中
、
策
彦
の
み
し
か
出
座
し
て
い
な

－

九



い
の
で
あ
る
。
同
年
四
月
十
六
日
に
太
秦
真
珠
院
主
が
紹
巴
邸
で
興
行
し
た

和
漢
聯
句
会
に
は
両
者
揃
っ
て
出
座
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
（
『
言
継

卿
記
』
同
日
条
）
、
一
月
二
十
九
日
の
大
覚
寺
和
漢
聯
句
に
仁
如
が
出
座
し

て
い
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
仁
如
不
出
座
の
理
由
も
含
め
、
仁
如
・
策
彦

と
「
連
歌
記
」
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
、
今
一
度
一
連
歌
記
」
本
文
に
戻

っ
て
み
た
い
。

「
連
歌
記
」
で
は
冒
頭
、
大
原
野
勝
持
寺
の
桜
花
を
賞
歎
し
た
後
、
四
人

の
参
会
者
の
為
人
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
が
聖
護
院
道
澄
・
三
条
西
実
澄
・

細
川
藤
孝
そ
し
て
紹
巴
で
あ
る
。
当
然
ふ
れ
ら
れ
て
よ
い
は
ず
の
若
き
飛
鳥

井
雅
敦
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

「
連
歌
記
」
に
お
け
る
策
彦
の
参
会
者
へ
の
評
価
の
基
準
は
、
連
歌
作
者

と
し
て
の
能
力
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
連
歌
記
」
に
次
の
文
辞
が
あ
る
。

ハ
ニ
ス
ル
ノ
コ
ト
ハ
コ

ノ
弓

騒
人
墨
客
之
革
、
或
有
下
花
二
其
詞
一
者
必
或
有
下
花
一
其
筆
者
与
或

ニ
ス
ル
ノ
ヲ

有
下
花
二
其
尊
貴
一
者
塵

即
ち
、
参
会
者
は
付
句
の
能
力
だ
け
で
な
く
、
そ
の
出
自
で
尊
ば
れ
る
も
の

も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
聖
護
院
道
澄
で
あ
っ
た
。
道
澄
に

つ
い
て
、
一
連
歌
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
ア

セ
ス
ル
ノ
ヲ
ン
ハ
子
テ
モ
ノ

ヲ
ソ
ラ
ン

其
才
徳
則
置
而
不
し
論
、
々
二
其
尊
貴
一
則
累
二
百
欧
陽
司
馬
云
何
敢
望
ニ

ヲ
ヤ

門
主
一
耶

「
そ
の
才
徳
の
高
さ
を
敢
え
て
論
ぜ
ず
と
も
、
そ
の
生
来
の
尊
貴
は
欧
陽
修

・
司
馬
光
を
百
倍
し
て
も
届
か
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
「
釈

門
の
周
公
且
」
と
言
い
、
五
摂
家
の
筆
頭
、
近
衞
家
の
当
主
の
俗
弟
で
あ
る

こ
と
を
称
揚
し
て
も
、
そ
の
連
歌
作
者
と
し
て
の
技
能
に
は
あ
え
て
ふ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
三
条
西
実
澄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
公
条
と
も
策
彦
自

身
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
文
辞
を
費
や
し
、
最
大
の
賛
辞
を
呈

し
て
い
る
。
ヰ
ン
ハ
ノ

ニ
ソ

タ
Ⅱ
／
，
ノ
ニ
ル

ダ
ル

若
二
亜
相
一
則
天
資
英
抜
、
而
冠
二
絹
紳
之
列
「
稔
二
倭
歌
妙
二
天
下
之

ノ
．
〃
シ

ノ
ノ

ノ
、
ロ
ン
ク

ヒ
ン
ス
モ
シ
ハ
イ
プ
ノ

嘉
声
一
者
久
突
、
吾
染
衣
之
徒
之
非
二
軽
可
二
評
品
一
、
倫
追
媛
中
華
人

二
ホ
ウ
ス
ル
コ
レ
ヲ
ン
ハ
レ
テ
ズ
ル
ヲ

力
・
ン
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

物
↓
而
襄
二
之
諸
、
則
雲
Ｉ
破
月
来
花
弄
レ
影
郎
中
之
流
亜
歎
、
加
Ｉ
之
道

ケ
イ
ニ
ソ
レ
イ
プ
ン
バ
ウ

ル
ノ
ミ
キ
リ
ニ
イ
カ
ナ
マ
デ
ニ

遥
称
名
二
院
蘭
孫
惹
昆
、
而
令
間
令
望
、
無
し
出
一
一
其
右
一
者
、
難
哉
三
世

レ
サ
ガ
ン
ナ
ル
『
Ｉ

其
昌
也
実

「
そ
の
天
与
の
才
は
堂
上
随
一
、
和
歌
作
者
と
し
て
の
名
声
は
世
に
聞
こ
え
、

私
ご
と
き
が
軽
々
し
く
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
し
か
も
実
隆
・
公
条

に
続
く
そ
の
血
脈
は
右
に
出
る
も
の
も
な
い
」
と
い
う
手
放
し
で
の
賞
賛
で

あ
る
。
続
く
「
連
歌
記
」
執
筆
の
依
頼
者
で
あ
る
細
川
藤
孝
を
唐
土
の
曹
植

に
警
え
、
武
人
の
風
流
を
賞
歎
す
る
も
の
の
、
そ
の
記
述
は
短
く
、
策
彦
と

の
交
流
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が
見
出
せ
な
い
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ

プ
（
》
。

さ
て
、
「
花
其
詞
・
花
其
筆
」
の
代
表
と
し
て
唯
一
連
歌
師
の
中
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
紹
巴
で
あ
る
。

ノ
ハ
サ
キ
コ
レ
ョ
リ

ヘ
ン
ス
レ
ヲ
ツ
ク
ー
ブ
チ
ラ
ル
フ
セ

紹
巴
臨
江
之
斎
者
、
湾
し
是
、
称
名
院
殿
扁
レ
焉
、
且
親
筆
以
見
レ
附
、

ミ
ナ
変
フ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
ト
モ
ト
カ
サ
ラ
チ
リ
シ
、
ム
ヲ

命
日
栄
之
又
栄
也
、
其
操
履
外
離
し
不
し
飾
、
内
宿
所
し
誼
、
以
連

ヲ
ク
ナ
ル
ニ
ノ
ナ
リ
ツ
テ
ス

ト
カ
ニ
ル

ー
一

歌
一
善
鳴
レ
世
者
也
、
挙
レ
群
為
二
宗
匠
之
材
《
優
入
二
作
者
之
閻
域
一
、

一
ア

ト
マ
タ
ヲ
ヲ
コ
ナ
ウ

ヲ
ノ
ヲ

差
合
二
宗
祇
宗
長
一
為
二
一
人
一
亦
復
以
レ
道
行
二
尊
貴
一
者
哉

策
彦
の
紹
巴
へ
の
評
価
は
大
変
に
高
い
。
称
名
院
三
条
西
公
条
に
親
し
く
師

一

一

○



「
連
歌
記
一
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
「
連
歌
記
」

冒
頭
の
、

ハ
チ
マ
ス
ト

ヲ
ト
ビ
ト
ベ
バ
レ
ヲ
ナ
リ

洛
１
人
謂
二
牡
丹
一
為
ン
花
、
蜀
１
人
謂
二
海
業
一
為
し
花
、
尊
二
貴
之
一
也
、

ス
ル

ノ

ニ
ヤ

亦
如
下
称
二
欧
陽
司
馬
公
一
類
些
豈
非
二
鶴
林
玉
露
之
清
談
一
平

と
い
う
詞
章
は
、
策
彦
自
身
記
す
よ
う
に
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。
策
彦
の
自
著
『
義
測
集
』
（
続
群
書
類
従
・
雑
部
所
収
）
で
も

欧
陽
司
馬
牡
丹
海
葉
卜
云
可
ヲ
常
二
人
ノ
云
テ
不
知
出
処
。
鶴
林
玉
露

二
評
シ
タ
ソ
。

と
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
博
識
を
誇
示
す
べ
き
自
慢
の
出
典
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
典
拠
は
、
東
福
寺
善
慧
院
の
彰
叔
守
仙
（
一
四
九
○
～
一
五
五

（
４
）

五
）
が
記
し
た
「
独
楽
亭
記
」
で
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
「
以
連
歌
善
鳴
世
者
」
・
「
宗
匠
之
材
」
と
評
し
、

更
に
は
「
蓋
し
宗
祇
・
宗
長
を
合
わ
せ
て
一
人
と
為
す
」
と
い
う
異
例
の
賛

（
３
）

辞
を
贈
っ
て
い
る
。
既
に
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
策
彦
は
三
条
西
公
条

を
始
め
、
宗
養
の
父
親
で
前
代
の
宗
匠
、
宗
牧
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

紹
巴
と
は
永
禄
年
間
に
両
吟
和
漢
聯
句
を
屡
々
催
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

「
連
歌
記
」
に
は
、
策
彦
が
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
連
歌
と
い
う
文
芸
の

歴
史
が
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、
実
澄
・
紹
巴
へ
の
傾
倒
と
賞

賛
、
特
に
紹
巴
に
対
す
る
評
価
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
「
連
歌
記
」
を
実
際

に
企
画
し
、
依
頼
し
た
の
は
紹
巴
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

一
一
一

「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
に
つ
い
て

天
文
十
三
年
三
月
、
能
登
畠
山
氏
の
重
臣
、
温
井
総
貞
が
私
邸
の
一
隅
に

造
営
し
た
小
亭
「
独
楽
亭
」
の
亭
記
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
彰
叔
が
、
実
際
能

州
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
い
ま
だ
造
営
以
前
で
あ
っ
た
た
め
、
「
杜
牧
が
実
物

を
見
る
こ
と
な
く
「
阿
房
宮
賦
」
を
作
っ
た
と
い
う
誇
り
を
自
分
も
う
け
る

こ
と
に
な
る
」
と
し
な
が
ら
書
き
上
げ
た
の
が
「
独
楽
亭
記
」
で
あ
る
。
実

際
に
は
陪
席
し
て
い
な
い
と
い
う
製
作
条
件
が
「
連
歌
記
」
に
類
似
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
文
辞
の
点
で
も
彰
叔
「
独
楽
亭
記
」
に
は
、

羅
大
経
鶴
林
玉
露
不
し
道
平
、
洛
陽
人
謂
二
牡
丹
一
為
し
花
、
成
都
人
謂
二

海
彙
一
為
し
花
、
尊
二
貴
之
一
也
、
如
下
称
二
司
馬
公
一
之
類
上

と
あ
り
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
同
一
部
分
（
人
集
・
巻
之
一
・
一
花
」
）
を
先
行

利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
出
典
で
あ
る
『
鶴
林
玉
露
』
は
中
世
禅
林
に
お

い
て
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
お
り
、
「
連
歌
記
」
で
は
花
、
「
独
楽
亭
記
」

で
は
司
馬
光
の
尊
貴
を
誓
え
る
た
め
と
、
用
法
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
発
想
の
一
致
は
偶
然
の
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、
策

彦
は
「
独
楽
亭
記
」
を
熟
知
し
、
学
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

彰
叔
「
独
楽
亭
記
」
に
は
、
続
け
て
同
じ
く
温
井
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
た
「
亭

詩
」
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作
者
は
天
用
真
寮
・
梅
叔
法
霧
・
惟
高
妙

安
・
仁
如
集
尭
・
梅
屋
宗
香
・
継
天
寿
散
・
江
心
承
董
そ
し
て
彰
叔
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
往
時
の
五
山
文
壇
を
代
表
す
る
学
僧
で
あ
る
が
、
実
は
、
天

文
六
年
、
策
彦
の
初
度
の
入
明
に
際
し
、
壮
行
詩
（
「
送
策
彦
行
詩
」
）
を
製

（
５
）

し
た
顔
ぶ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
天
用
・
江
心
は

策
彦
と
同
じ
天
龍
寺
に
住
し
て
お
り
、
中
で
も
江
心
と
策
彦
の
交
流
の
濃
密

さ
は
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
既
に
拙
稿
に
述
舎
へ
た
所
で
も
あ
駐
』
策

一
一
一



彦
が
「
独
楽
亭
記
」
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

天
文
十
三
年
当
時
、
京
洛
に
い
た
は
ず
の
策
彦
は
「
亭
詩
」
作
者
に
名
を

連
ね
て
い
な
い
。
未
だ
西
堂
位
に
昇
っ
て
い
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
の

か
、
或
い
は
三
年
後
に
控
え
た
再
度
の
入
明
の
た
め
、
準
備
に
追
わ
れ
て
い

た
事
情
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
策
彦
が
自
ら
の
一
連

歌
記
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
独
楽
亭
記
」
を
参
考
資
料
の
一
つ
に

用
い
て
い
る
こ
と
は
、
策
彦
の
文
学
的
環
境
を
考
え
る
上
で
も
大
変
に
興
味

深
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
連
歌
記
」
の
執
筆
契
機
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
の
が
、
「
文

力
ロ
ノ

ス
ル
ノ
ー
セ
ン
『
Ｉ
ヲ
イ
カ
ン

ケ
叩
〃
レ
マ

非
下
予
所
二
旬
鍛
瞑
錬
一
者
と
、
為
し
之
奈
何
、
予
壮
歳
聞
二
諸
東
山
霊
泉
老
宿
司

ソ
ハ
ノ
ス
ト
亨
ノ
ス
ル

凡
記
者
録
し
所
二
其
経
歴
一
也
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
策
彦
は
、
「
文
は
自
ら

が
鍛
練
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
」
と
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
７
）

既
に
拙
稿
で
述
診
へ
た
よ
う
に
、
策
彦
の
最
も
得
意
と
し
た
領
域
は
「
聯
句
」

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
音
韻
や
典
故
に
通
じ
て
い
る
こ
と
に
は
強

い
瀞
侍
が
あ
っ
た
。
実
際
、
聯
句
の
名
手
と
し
て
周
囲
か
ら
遇
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
惟
高
妙
安
の
記
し
た
『
城
西
聯
句
』
賊
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
聯
句
の
第
一
人
者
と
し
て
自
負
し
て
い
た
策
彦
が
、
作
文
の
分
野
で
私

淑
し
た
人
物
と
し
て
「
連
歌
記
」
の
中
で
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
東

山
霊
泉
老
宿
」
、
即
ち
建
仁
寺
霊
泉
院
友
社
の
常
巷
龍
崇
な
の
で
あ
っ
た
。

応
永
・
永
享
期
以
来
、
五
山
文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
建
仁
寺
の
学
統

に
連
な
る
常
巷
は
、
策
彦
か
ら
は
一
世
代
前
の
文
壇
の
重
鎮
で
、
月
舟
寿
桂

●

・
雪
嶺
永
理
ら
と
同
世
代
で
あ
る
。
『
義
測
集
』
に
記
す
よ
う
に
、
策
彦
の

聯
句
作
品
に
は
一
華
和
尚
、
月
舟
寿
桂
の
点
の
付
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
策

で
は
な
ぜ
、
「
連
歌
記
」
は
仁
如
で
は
な
く
、
策
彦
に
依
頼
さ
れ
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
理
由
は
、
仁
如
に
勝
る
策
彦
の
能
力
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
る

以
外
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
聯
句
の
才
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

聯
句
作
者
と
し
て
の
策
彦
の
権
威
は
、
往
時
の
文
壇
の
長
老
、
惟
高
を
し
て

「
畏
友
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
評
価
を
決
定
付
け
た
作

（
８
）

彦
自
身
、
月
舟
へ
の
師
事
を
自
負
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
常
巷
と

の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
は
「
連
歌
記
」
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の
意

味
で
、
幼
く
し
て
鹿
苑
寺
に
入
り
、
心
翁
等
安
に
従
っ
た
策
彦
の
、
文
才
を

培
っ
て
き
た
環
境
の
一
端
が
窺
え
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
残
さ
れ

た
策
彦
の
作
品
を
見
て
も
、
聯
句
に
比
し
て
い
わ
ゆ
る
「
文
」
の
比
重
が
極

端
に
少
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
「
連
歌
記
」
に
記
す
よ
う
に
、
彼
が
聯

句
ほ
ど
に
「
記
」
の
ご
と
き
文
体
に
自
信
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
不
安
が
彰
叔
の
よ
う
な
先
達
の
作
品
を
参
考
に
す
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
、
実
の
と
こ
ろ
、
「
連
歌
記
」
執
筆
に
策
彦
が
登
用
さ
れ
た
こ
と
に

対
す
る
明
快
な
理
由
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
仁
如
の
別
集
『
鐘
氷

集
』
に
は
、
「
記
」
や
「
名
号
」
な
ど
、
武
将
等
の
在
家
か
ら
依
頼
さ
れ
た

文
章
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
仁
如
の
方
が
執
筆
者
と

し
て
適
任
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。

四
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品
こ
そ
『
城
西
聯
句
』
で
あ
っ
崎
』

策
彦
と
江
心
承
董
を
中
心
と
し
て
、
ほ
ぼ
両
吟
の
形
態
で
詠
ま
れ
た
『
城

西
聯
句
』
は
、
天
文
八
年
、
策
彦
が
入
明
す
る
際
、
明
の
高
官
に
序
文
執
筆

を
依
頼
す
る
た
め
に
携
行
し
た
聯
句
集
で
あ
る
。
唐
土
の
士
大
夫
で
あ
る
豊

坊
の
序
文
を
戴
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
、
帰
国
後
、
本
邦
禅
林
に
お
け
る

策
彦
の
権
威
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
更
に
、
こ
の
聯
句
集
が
禁
裏
に

献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
禅
林
以
外
で
の
策
彦
の
評
価
を
一
層
高
め
る
こ
と
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
禁
裏
本
『
城
西
聯
句
』
は
、
『
言
継
卿
記
』
永
禄
九

年
の
記
事
中
に
散
見
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
献
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
で
あ
断
』

実
際
、
月
舟
寿
桂
・
雪
嶺
永
珪
ら
の
活
躍
し
た
室
町
時
代
後
期
以
降
の
、

禅
林
文
壇
に
お
け
る
聯
句
の
優
位
性
及
び
重
要
性
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
輔
能
勢
朝
次
氏
が
名
著
霧
句
と
連
塗
で
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、

万
里
集
九
が
「
聯
句
説
」
（
『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
六
）
に
お
い
て
、
聯
句
の
法

式
を
記
し
た
害
が
な
い
と
し
て
、
初
心
者
の
た
め
に
、
そ
の
細
か
い
作
法
を

纏
々
記
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
惟
高
妙

安
が
『
城
西
聯
句
』
駁
文
で
、

聯
句
雛
二
一
小
技
《
可
三
以
達
二
大
文
萢
蓋
喬
岳
之
一
費
、
岑
楼
之
寸
木

也
。
熟
二
子
属
対
一
則
達
二
干
餅
傭
詞
餅
傭
者
文
章
之
極
致
也

と
述
べ
、
四
六
文
に
も
通
じ
る
聯
句
の
有
用
性
を
称
揚
し
た
こ
と
は
隔
世
の

感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
惟
高
の
賊
文
に
、
多
少
の
誇
張
が
あ
る
と
し
て
も
、
室

町
時
代
末
期
の
禅
林
で
は
、
こ
う
し
た
表
現
を
以
て
比
瞼
す
る
こ
と
に
も
違

「
大
原
野
千
句
連
歌
記
」
に
つ
い
て

和
感
を
抱
か
せ
な
い
ほ
ど
、
聯
句
の
地
位
は
向
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
仁
如
は
、
禁
裏
や
堂
上
貴
族
の
主
催
す
る
和
漢
聯
句
会
に
は
積

極
的
に
参
加
し
、
主
導
し
て
い
た
も
の
の
、
禅
林
で
の
聯
句
で
は
策
彦
ほ
ど

の
目
立
っ
た
業
績
は
残
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
両
者
は
極
め
て
対
照

的
な
の
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
永
禄
・
元
亀
年
間
の
禅
僧
の
参
加
し
た
和
漢
聯

句
会
の
中
、
一
大
原
野
千
句
」
を
境
と
し
て
、
仁
如
と
策
彦
の
句
数
が
逆
転

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
元
亀
二
年
よ
り
以
前
は
、
一
・
二
句
の
差
で

は
あ
っ
て
も
、
常
に
仁
如
の
句
数
が
策
彦
を
上
回
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
元

亀
二
年
四
月
十
六
日
の
紹
巴
邸
で
の
興
行
で
初
め
て
、
策
彦
の
句
数
が
仁
如

を
超
え
た
の
で
あ
っ
た
（
仁
如
十
・
策
彦
十
一
・
『
言
継
卿
記
』
に
拠
る
）
。

即
ち
、
「
連
歌
記
」
の
執
筆
は
、
禅
林
聯
句
の
み
な
ら
ず
、
和
漢
聯
句
の
領

域
で
も
策
彦
が
第
一
人
者
と
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

室
町
時
代
後
末
期
禅
林
に
お
け
る
聯
句
の
権
威
化
に
伴
い
、
永
禄
・
元
亀

年
間
に
聯
句
作
者
と
し
て
最
も
高
い
評
価
を
受
け
た
の
は
策
彦
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
記
録
者
と
し
て
の
適
性
で
は
な
く
、
禅
林
を
代
表
す
る
聯
句
作

者
と
し
て
「
連
歌
記
」
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
当
代
一
の
聯
句
作
者
、
策
彦
の
起
用
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
連
歌
興
行
の

権
威
を
高
め
よ
う
と
い
う
、
幽
斎
や
紹
巴
の
目
論
見
が
あ
っ
た
と
す
る
の
も

穿
ち
す
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。

お
わ
り
に

一
一
一
一
一



永
禄
・
元
亀
年
間
、
文
壇
に
登
場
し
た
細
川
藤
孝
は
、
連
歌
会
や
和
漢
聯

句
会
を
主
催
し
つ
つ
、
そ
の
パ
ト
ロ
ン
的
役
割
を
果
た
し
て
行
く
。
そ
し
て

そ
の
雅
会
の
多
く
に
同
席
し
、
文
学
的
名
声
を
高
め
て
い
た
の
が
紹
巴
で
あ

っ
た
。
そ
の
紹
巴
が
親
し
く
交
わ
っ
た
禅
僧
が
仁
如
で
あ
り
、
策
彦
で
あ
っ

た
。
中
で
も
、
聯
句
連
歌
を
通
じ
て
最
も
交
流
の
あ
っ
た
の
が
策
彦
で
あ
る
。

（
、
）

既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
紹
巴
を
、
連
歌
作
者
と
し
て
評
価
し
た
策
彦

と
は
異
な
り
、
仁
如
は
和
歌
作
者
と
し
て
遇
し
て
い
る
こ
と
と
、
「
連
歌
記
」

の
執
筆
依
頼
は
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
連
歌
記
」
は
、

親
し
く
交
歓
し
て
い
た
二
人
の
禅
僧
、
仁
如
と
策
彦
に
対
す
る
紹
巴
の
評
価

を
反
映
し
、
紹
巴
と
策
彦
が
連
歌
・
聯
句
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
第
一
人
者
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

主
Ｃ
Ｇ
〃
グ

（
１
）
『
鐘
氷
集
』
本
文
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
よ
る
。

（
２
）
『
鍍
氷
集
』
に
は
「
千
里
飛
梅
元
亀
二
仲
春
初
九
会
干
牧
庵
」
及
び

「
春
雲
傍
花
二
月
廿
六
日
清
叔
泉
侍
者
会
之
」
な
る
元
亀
二
年
二
月
の

詩
会
で
の
詩
題
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
拙
稿
「
天
文
・
永
禄
年
間
の
雅
交
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第

二
集
・
和
泉
書
院
・
一
九
九
八
）
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た

い
。

（
４
）
東
福
寺
善
慧
院
所
蔵
『
猶
如
昨
夢
』
所
収
本
文
に
よ
る
。
な
お
、
「
独

楽
亭
記
」
に
は
三
田
良
信
氏
に
よ
る
注
釈
が
あ
る
（
。
独
楽
亭
記
」
註
釈
一

．
『
七
尾
の
地
方
史
』
・
七
尾
地
方
史
の
会
・
一
九
九
三
）
。
参
照
さ
れ
た

い
。

（
５
）
一
致
す
る
の
は
惟
高
・
彰
叔
を
除
く
六
名
で
あ
る
。
な
お
、
「
送
策
彦

行
詩
」
は
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
（
法
蔵
館
・
一
九
五
九
）

所
収
本
文
に
よ
る
。

（
６
）
（
３
）
と
同
じ
。

（
７
）
（
３
）
と
同
じ
。

（
８
）
『
義
測
集
』
で
は
、
二
度
に
わ
た
り
、
月
舟
か
ら
批
点
さ
れ
、
評
価
さ

れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
策
彦
の
聯
句
作
品
は
、
内
閣
文
庫
蔵

の
聯
句
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
城
西
聯
句
』

同
様
、
そ
こ
で
も
一
華
和
尚
・
月
舟
の
批
点
を
仰
い
だ
も
の
が
散
見
す
る
。

（
９
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
平
松
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
文
中
、
惟
高
は
「
亀

山
妙
智
盟
主
策
彦
禅
匠
者
愚
之
畏
友
而
膠
之
交
也
」
と
記
し
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
（
３
）
と
同
じ
。

（
Ⅲ
）
例
え
ば
、
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
豊
臣
秀
次
が
再
興
し
た
五
山
の

詩
会
・
聯
句
会
で
も
、
聯
句
会
参
加
者
は
、
詩
会
以
上
に
厳
し
い
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
豊
臣
秀
次
と
文

禄
年
間
の
五
山
の
文
事
」
（
『
古
代
中
世
文
学
論
集
』
第
一
集
・
新
典
社
．

一
九
九
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
、
）
（
３
）
と
同
じ
。

（
な
か
も
と
・
だ
い
本
学
助
教
授
）

二

四


